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特定非営利活動法人 AIMS 第 12 回通常総会議案書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 令和 6 年 3 月 22 日 18 時 00 分 

場所 高井＆パートナーズ法律事務所会議室/ZOOM オンライン開催 

 

https://www.aims-japan.org/ 
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プログラム 

 

 

1． 開 会  代 表 理 事 挨 拶  

 

2． 議 事 録 署 名 人 選 任  

 

3． 議 案 審 議  

 

第 １ 号 議 案  令 和 5 年 度  事 業 報 告 の件  

第 ２ 号 議 案  令 和 5 年 度  事 業 会 計 収 支 の件  

 

4.令 和 6 年 度  事 業 計 画 と予 算 の報 告  

 

5． 閉 会 挨 拶  

 

 

 

  



3 
 

第１号議案 令和 5 年度 事業報告について 

 

令 和 5 年 度 事業 報告 書 

 

  令 和 5 年 1 月 1 日 から 令 和 5 年 12 月 31 日 まで 

特定非 営利 活動法 人 AIMS 

 

１  事 業の成果  

第 12 期のグリーフケアプログラムの開催は、東京で 4 回、大阪で 5 回となった。  

新型コロナの感染への対策が必要であったこの 3 年間、プログラムの開催ができないこ

ともあり、この間、新たに参加いただく家族もほとんどなかったが、徐々に新たな参加希

望のお問い合わせもいただくようになった。  

また、中学生以上の少し大きくなった子どもさんたちを対象とした新たなティーンズプ

ログラムを 6 月と 12 月に開催。これまでの通常のプログラムのように、おもちゃで遊ん

だり、ゲームをしたりという形ではなく、静かに落ち着ける環境で、お互いの最近の話や、

将来の進路の話などをできる場とし、中学生から大学生の参加があり、今後も継続的に参

加したいという声も得られたため、引き続き開催していく予定である。  

 

２ 事業の実施に関する事項  

特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【281】千円）  

定款に
記載  

された  
事業名  

事業内容  日時  場所  

従
事
者
人
数

受益  
対象者  
範囲  

受益
対象
者  

人数

事業
費  

（千
円）

フ ァ シ リ
テーター
養 成 講
座  
 

グ リ ー フ ケ ア プ
ロ グ ラ ム の フ ァ
シリテーター養
成 の た め の 講
座  

7/16-17（ 大阪  
）  

SDA 大 阪 センター教
会 （ 大 阪 市 ）  

4 

フ ァ シ リ テ

ー タ ー 希 望

者 （ 人 数 不

明） 

4 71 

グ リ ー フ
ケ ア プ ロ
グラム 

親 をがんで亡 く
した子 どもと配
偶 者 を が ん で
亡 くした親 のピ
ア サ ポ ー ト プ ロ
グラム 

1/22,3/19,9/24,
11/19（ 東 京）  

2/19,4/16,6/18,

10/8,12/10 （ 大

阪 ）  

6/30,12/22 （ 東

京 テ ィ ン ズ プ ロ グ

ラム）  

元 麻 布 ヒルズコミュニ

テ ィ ル ー ム （ 東 京 都

港 区 ）  

日 本 橋 オ フ ィ ス 会 議

室 （ 東 京 都 中 央 区 ）

SDA 大阪センター

教会 /本町ピラティ

ス ス タ ジ オ （ 大 阪

市 ） 等  

51

が ん で 親 を

亡 く し た 子

ど も お よ び

そ の 保 護 者

（人数不明） 

60 210 
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第２号議案 令和 5 年度 事業会計収支について 

 

令 和 5 年 度  活 動 計 算 書  

令 和 5 年 1 月 1 日 から 令 和 5 年 12 月 31 日 まで 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

（ 単 位 ： 円 ）  

科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益

１　受取会費 305,000

正会員受取会費 160,000

賛助会員受取会費 45,000

団体賛助会員受取会費 100,000

２　受取寄附金 95,750

受取寄附金 95,750

施設等受入評価益 0

３　受取助成金等 0

受取補助金 0

４　事業収益 47,500

ファシリテーター養成講座参加費 40,000

プログラム懇親会参加費実費 7,500

５　その他の収益 33

受取利息 33

経　常　収　益　計 448,283

【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費

（１）人件費 50,000

給料手当 0

役員報酬 50,000

退職給付費用 0

福利厚生費 0

（２）その他経費 231,294

会場費 0

旅費交通費 166,000

事業雑費 65,294

事務用品費 0

外注費 0

事業費計 281,294

２　管理費

（１）人件費 15,000

役員報酬 0

給料手当 0

退職給付費用 0

福利厚生費 15,000

（２）その他経費 40,223

外注費 0

事務用品費 0

教育研修費 0

通信運搬費 22,729

消耗品費 13,950

旅費交通費 1,680

減価償却費 0

雑費その他 1,864

管理費計 55,223

経　常　費　用　計 336,517

当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 111,766

【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益 0

過年度損益修正益 0

経　常　外　収　益　計 0

【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損 0

災害損失 0

過年度損益修正損 0

経　常　外　費　用　計 0

当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0

税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 111,766

法人税、住民税及び事業税　・・・④ 0

前期繰越正味財産額　・・・⑤ 3,018,526

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 3,130,292
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令 和 5 年 度  貸 借 対 照 表  

令 和 5 年 12 月 31 日 現 在  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

（ 単 位 ： 円 ）  

科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 3,370,943

流動資産合計　・・・① 3,370,943

２　固定資産

（１）有形固定資産
0

（２）無形固定資産
0

（３）投資その他の資産
0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 3,370,943

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　流動負債

短期借入金 240,651

流動負債合計　・・・③ 240,651
２　固定負債

0

固定負債合計　・・・④ 0

負　債　合　計　③＋④ 240,651

【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部
前期繰越正味財産額 3,018,526

当期正味財産増減額 111,766

正　味　財　産　合　計 3,130,292

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 3,370,943
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令 和 5 年 度  財 産 目 録  

令 和 5 年 12 月 31 日 現 在  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

（ 単 位 ： 円 ）  

 
 

  

科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金

手元現金 0

みずほ銀行八重洲口支店普通預金 3,370,943

3,370,943

未収金

0

0

棚卸資産

0

0

流動資産合計　・・・① 3,370,943

２　固定資産

（１）有形固定資産

車両運搬具

0

0

什器備品

0

0

（２）無形固定資産

ソフトウェア

0

0

借地権

0

0

（３）投資その他の資産

敷金

0

0

長期貸付金

0

0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 3,370,943

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　流動負債

短期借入金

小林孝雄 744

三浦建太郎 224,905

高井伸太郎 9,095

澤田和香 3,806

上田貴子 2,101

240,651

預り金

0

0

流動負債合計　・・・③ 240,651

２　固定負債

長期借入金

0

0

退職給付引当金

0

0

固定負債合計　・・・④ 0

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 240,651

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 3,130,292
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令和 6 年度 事業計画と予算の報告 

 

令 和 6 年 度  特 定 非 営 利 活 動 に係 る事 業 計 画 書  

令 和 6 年 1 月 1 日 から 令 和 6 年 12 月 31 日 まで 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

 

１ ． 事 業 実 施 の方 針  

隔 月 の奇 数 月 に東 京 、偶 数 月 に大 阪 でのプログラム開 催 を継 続 。新 しい参 加 ご家 族 の獲 得 に注

力 する。昨 年 末 からは、首 都 圏 および大 阪 府 周 辺 の緩 和 ケア病 棟 のある病 院 に対 して、AIMS の

活 動 の説 明 と、グリーフケアプログラムを必 要 とするご家 族 への AIMS の紹 介 をお願 いする文 書 お

よびパンフレットをダイレクトメールとして送 付 を行 っており、今 後 も広 報 活 動 を強 化 していく。 

また、昨 年 度 、新 たに開 始 し、2 回 の開 催 を行 った中 学 生 以 上 の子 供 向 けのティーンズプログラム

は、今 年 度 も 3 ヶ月 に一 度 のペースでの開 催 を続 けていく計 画 である。 

２ ． 事 業 の実 施 に関 する事 項  

特 定 非 営 利 活 動 に係 る事 業  

事 業 名 

(定 款 に 記 載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当 該 事 業 の 実

施予定日時 

(B)当 該 事 業 の 実

施予定場所 

(C)従 事 者 の 予 定

人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

収 支 予 算 書

の 事 業 費 の

金額（単位：

千円） 

活 動 に 必 要

な調査研究、

情 報 収 集 及

び提供  

ホームページや Facebook ペ

ージを通じて、保護者をがん

で 亡 く し た 子 供 お よ び そ の

親族に対し、活動の内容を紹

介し、活用を支援する。 

(A)随時 

(B) ホ ー ム ペ ー

ジ 、 Facebook

ページ 

(C)5 名 

(D)主 に 日 本

国 内 在 住

者 

(E)不 特 定 多

数 

50,000 円 

（ サ ー バ

費 ・ 取 材 費

等） 

フ ァ シ リ テ

ーター、その

他 支 援 ボ ラ

ン テ ィ ア の

育成事業  

グ リ ー フ ケ ア プ ロ グ ラ ム の

フ ァ シ リ テ ー タ ー 養 成 講 座

を開催 

(A)年 2 回 

(B)東 京 ・ 大 阪 会

場 

(C)10 名 

(D) 主 に 日

本 国 内 在

住者 

(E)15 名 

100,000 円 

（ 会 場 費 お

よ び 講 師 謝

礼・資料印刷

費等） 

子 ど も の 自

立支援事業 

保 護 者 を が ん で 亡 く し た 子

供 自 身 お よ び そ の 親 族 に 対

す る ピ ア サ ポ ー ト を 中 心 と

し た 支 援 活 動 を 行 う 。 AIMS

グリーフケアプログラム 

(A)  東京・大阪各

隔月開催 

(B) 東 京 都 内 会

場 ・ 大 阪 市 内

会場 

(C)10 名 

(D) 主 に 日

本 国 内 在

住者 

(E)10 名×12

回 120 名 

250,000 円 

（玩具、交通

費等） 
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令 和 6 年 度  特 定 非 営 利 活 動 に係 る会 計 収 支 予 算 書  

令 和 6 年 1 月 1 日 から 令 和 6 年 12 月 31 日 まで 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 AIMS 

科  目 金  額 （単位：円） 

Ⅰ 経常収入の部 

 １ 入会金・会費収入 

    入会金収入 

    会費収入 

50,000

300,000

 

 

 

350,000 

 ２ 事業収入 

    ファシリテーター養成講座参加費 100,000

 

100,000 

 ３ 寄付金収入 

    一般小口寄付金収入 100,000

 

100,000 

   経常収入合計  550,000

Ⅱ 経常支出の部 

 １ 事業費 

    調査研究、情報収集及び提供事業費

    ファシリテーター等育成事業費 

    子どもの自立支援事業費 

50,000

100,000

250,000

 

 

 

 

400,000 

 ２ 管理費 

    外注費 

    通信費 

    消耗費 

    福利厚生費 

    支払手数料費 

    その他 

60,000

40,000

20,000

15,000

1,000

5,000

 

 

 

 

 

 

 

 

141,000 

   経常支出合計  541,000

  経常収支差額  9,000

Ⅲ その他資金収入の部 0 0 0

Ⅳ その他資金支出の部 0 0 0

  当期収支差額  9,000

  前期繰越賞味財産額  3,130,292

  次期繰越収支差額  3,139,292

 

 


